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コンバージョンAPIを利用すると、高度な効果 
測定機能に加え、CPAの低減、取得して利用者と
マッチングするデータの信頼性の向上など、 
パフォーマンス上のメリットがすぐに得られます。

コンバージョンAPIゲートウェイがもたらす、 
さらなる効率化の例: 

コンバージョンAPIゲートウェイはイベント 
マネージャにあるセルフサービス型の 
設定オプションです。これを選択すると、 
サードパーティパートナーとの連携や 
自社の開発者リソースを必要とすること
なく、コンバージョンAPI連携をすばやく
簡単に完了できます。コンバージョン
APIゲートウェイを設定すると、ウェブ 
イベントとサーバーイベントを自社の 
サーバーからMetaに直接共有できる 
ようになります。

メリット

スピード
コンバージョンAPI連携の設定時間が週単位 
から時間単位に短縮されます。

コスト
コンバージョンAPIゲートウェイでは、求められる
技術リソースや条件の水準が高くないため、 
コストを低減できる可能性があります。コンバー
ジョンAPIゲートウェイに伴うコストはAmazon 
Web Servicesの料金のみです。

高度な技 術的 知 識 が 必 要ない
多少の技術的知識があれば、ITチームや開発者
チームから最小限のサポートを得るだけで 
コンバージョンAPIを自分で設定できます。

メンテナンスコストが 低い
手動の直接連携とは異なり、コンバージョン
APIゲートウェイは新機能が提供されるたびに
自動でアップデートされるため、長期的な 
メンテナンスコストが低減されます。
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コストと設定 データ使用とプライバシー 製品のサポート

コスト
無料(AWSインスタンスのコストを除く)

構築にかかる時間
1 ～ 4時間

必要なリソース
マーケター (IT部門のサポートを推奨)

メンテナンスとアップデート
クライアントの同意があればバージョン
アップデートのたびに自動でアップデート

その他の設定条件
Amazon Web Servicesが必要

対応イベントソース
ウェブサイト

イベントの選択(送信できるイベント)
ピクセル経由で共有されたイベントは 
コンバージョンAPIゲートウェイ経由でも共有
される

パラメーターの選択と変換(各イ 
ベントに対して送信する顧客情報)
ピクセル経由で共有されたパラメーターは
コンバージョンAPIゲートウェイ経由でも 
共有される

サードパーティの関わり
Amazon Web Services

サーバーまたはサーバー 
インスタンスの所有権
広告主がAmazon Web Servicesの 
サーバーインスタンスを所有

ハッシュ化された個人情報の取得
ウェブでのピクセル設定に従い自動詳細 
マッチングおよび手動詳細マッチングを 
利用可能

サードパーティ Cookieに対する依存
なし

ファーストパーティ Cookieに対する
依存
あり

リフト測定
あり

リードの質への最適化
なし

プライベートリフト測定のベータテスト
あり
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@Facebook社

•	 ピクセルID

•	 イベントマネージャの管理者アクセス 
(部分的なアクセス許可では不十分)

•	 すべてのウェブサイトドメイン

•	 DNSプロバイダーへのアクセス 
(サブドメインの設定に必要)

•	 管理者アクセスがあれば尚可 
(例: AWS)

•	 キーペアが作成されていること(AWSコンソール) 
•  正しいリージョン内で作成していることを確認 
•  名前を作成 
•  ファイル形式を選択(PEM形式を推奨)

連携の前提条件

ピクセルで詳細マッチングをオンに 
すると、コンバージョンAPIゲートウェイ
連携のパフォーマンスを最大化でき 
ます。詳細マッチングではハッシュ化
された顧客の連絡先情報とピクセル 
イベントを送信できるため、アトリ
ビューションされるコンバージョン 
件数を増やしてリーチを拡大できます。
詳しくはこちらをご覧ください。

おすすめ
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https://console.aws.amazon.com/ec2/v2/home#CreateKeyPair
https://developers.facebook.com/ads/blog/post/v2/2018/07/20/advanced-matching-pixel/


設定ガイド
1 設定を始めるには、イベントマネージャ内の

[設定]タブに移動し、[パートナーを選択]を
クリックします。

提示されたオプションの中から[コンバー
ジョンAPIゲートウェイ]を選択します。

A. 

[ドメインを入力]の下に自社の 
ウェブサイトのドメインを入力します。 
このセクションにすべてのバリエーションや
アクティブなサブドメインを含めるように 
します。 
(例: www.xyz.com、shop.xyz.com、buy.xyz.com)

正しいドメイン形式を使用していることを 
確認します。 
(wwwの有無)

B. 

次に、[サブドメインを入力]の下にサブ 
ドメイン名が自動入力されますが、これは
任意のサブドメイン名に変更できます。

C. 

このサブドメインはコンバージョンAPIゲートウェイの
エンドポイントとなり、設定完了後にここでコンバー
ジョンAPIゲートウェイのUIにアクセスできるように 
なります。

1

B

C

A

D. 次に、実装手法として[ホスティングする 
リージョンを選択]を選択し、目的の 
リージョンを選択します。コンバージョン
APIゲートウェイは1つのリージョンでのみ
設定できます。
[実装を開始]をクリックすると、AWSが開きます。

D
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2 まだAWSにログインしていない場合は 
ログインします。

A. CloudFormationテンプレートをベースとした、
コンバージョンAPIゲートウェイスタックの 
クイック作成フローが開きます。

B. 多くのフィールドに自動入力されますが、 
スタック名以外は変更しないでください。
スタック名は好みに応じて変更できます。

C. 残りのフィールドに入力します。
[AdminEmail]と[AdminPassword]は 
コンバージョンAPIゲートウェイUIへの 
アクセスに使用されます。

D. ほとんどのインスタンスにおいて、
[InstanceType]にはt3.largeを使用できます。

E. 最後に、キーペア(前提条件を参照)の
[KeyName]を入力します。これは必要に 
応じてインスタンスへのSSH接続に使用 
されます。また、任意で[SecurityGroupId]を
入力します。

F. [スタックの作成]をクリックし、実装を開始
します。

C

E

F

コンバージョンAPIゲートウェイ連携ガイド 6



G. 作成プロセスは約5分間で完了します。 
その後、新しいAWSインスタンスの[出力] 
タブに2件の出力が書き出されます。
[Resources]タブのステータスが 
[CREATE_COMPLETE]になれば完了です。

H. 完了したら、[出力]タブに移動します。

I. [CallToAction]に表示されるIPをメモ 
します。事前に指定したサブドメインの名前
レコードとしてこれを追加する必要があるため
です。

J. コンバージョンAPIゲートウェイインスタンス
URLをメモします。コンバージョンAPIゲート
ウェイUIのプロビジョニングに必要となる 
ためです。

G

H

I

J
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3 次に、ご利用のDNSプロバイダーにアクセスして
DNSを設定します。

A. 前のステップで[CallToAction]に生成された
IPアドレスを、使用中のサブドメインの名前 
レコードとして追加します。

B. コンバージョンAPIゲートウェイの 
エンドポイントとして定義したサブドメインを
追加します。

C. 設定ステップはパートナーにより異なるため、
問題が生じてステップを完了できない場合は
パートナーのドキュメントを参照してください。

D. 設定を保存します。
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4 次に、[ConversionsAPIGatewayInstance
URL]を参照し、URLをクリックします。

A. 「Conversions API Gateway is 
provisioning」というタイトルの新しい 
ウェブページが表示されます。このURLは、 
コンバージョンAPIゲートウェイを実装中である
ことを示します。

B. 設定には約15分かかります。その後、 
ゲートウェイUIにアクセスできるようになり
ます。

C. 設定が完了すると、「Provisioning finished」
というメッセージが表示されます。
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5 コンバージョンAPIゲートウェイ管理者用UIに 
アクセスするには、ステップ1のサブドメインリン
ク(コンバージョンAPIエンドポイント)を 
使用します。

A. ユーザーネームはステップ2のAdminEmail
です。

B. パスワードはステップ2のAdminPassword
です。

C. [ログイン]を選択します。

D. コンバージョンAPIゲートウェイ管理者用UIの
サイトが表示されます。

E. サイトが初めて表示されたときは、サーバーと
ブラウザーのデータはゼロになっています。
これらの情報が表示されるには5分～ 2時間
かかります。

F. データが取得されているかどうかを確認する
には、ウェブサイトにアクセスしてページを 
更新します。

G. 2時間経過してもイベントが取得されない 
場合はMetaにお問い合わせください。

C

A

B

D

E

F
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6 最後に、イベントマネージャに戻ってその
後のステップを完了します。

A. 開いていたページで[次へ]をクリック 
します。

B. DNSレコードが正常に追加されたことを
確認します。プロビジョニングが完了 
していればステータスは緑色になります。
確認後、[次へ]をクリックします。

C. [コンソールに移動]ボタンが表示されれば
設定は完了です。

D. コンソールが利用可能になるまでに最大
30分かかります。すぐにアクセスできない
場合はリンクを再度クリックしてみて 
ください。

E. [完了]をクリックしてプロセスを完了 
します。

F. ピクセルの設定画面にコンバージョン
APIゲートウェイが表示されます。

C

A

E

B

F
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IMGタグの仕様
IMGタグエンドポイントを有効にするには、
コンバージョンAPIゲートウェイシェルで次の
コマンドを実行する必要があります。

このコマンドにより、既存のピクセル 
IMGタグが複製されます。新しいタグで、
デフォルトのピクセルIMG srcホスト名
(www.meta.com)をコンバージョンAPI
ゲートウェイのホスト名に置き換えます。
上記が完了すると、イベントはピクセル
IMGタグを使用する場合と同様に/tr 
エンドポイントに送信されます。

config write EventBridge/ENABLE_IMAGE_PIXEL_ENDPOINT tru
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1 パートナー連携: ページの左側に表示 
される[パートナー連携]をクリックします。

追加設定
イベントマネージャでは、既存のコンバージョン
APIゲートウェイ接続に対して、新しい接続の 
追加、追加ドメインの設定、新しいピクセルの 
追加が行えます。これらを定義するには、以下の
ステップに従ってください。

2 [コンバージョンAPIゲートウェイ]を 
選択します。コンバージョンAPIゲート
ウェイのパートナーページが開きます。

3 この画面には次のものが表示されます。

A. ウェブサイトイベント: イベントは 
コンバージョンAPIゲートウェイのサイトで 
設定されたウェブサイトアクションで、 
ピクセルを使用して別途送信されて 
います。広告を作成して価値の高いイベント
(購入など)を促進したり、ウェブサイトに 
アクセスしている利用者についてMeta 
Analyticsで分析したりします。詳しくは 
こちらをご覧ください。

B. ウェブサイトドメイン: ピクセルをオンに 
して接続するようコンバージョンAPI 
ゲートウェイで設定したウェブサイトです。

2

3

1
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4. [設定]をクリックし、目的のアクションを選択
します。

5. 別のコンバージョンAPIゲートウェイ接続の 
追加: 接続を追加すると、別のピクセルを 
使用して新しいコンバージョンAPIゲートウェイ 
インスタンスを設定できます。最初のステップを 
下に示します。この実装に使用するピクセルを 
ここで選択できます。残りのフローは 
ピクセルの設定ページのフローとほぼ同じです。
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6. コンバージョンAPIゲートウェイ接続へのドメインの追加:  
このオプションでは、既存のコンバージョンAPIゲートウェイ実装のドメインを変更できます。
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既存のコンバージョンAPIゲートウェイ接続への別のピクセルの追加:  
このオプションでは、既存のコンバージョンAPIゲートウェイ実装に別のピクセルを追加できます。

7. 
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コンバージョンAPIゲートウェイのサーバー容量はプロビ
ジョニング中に決定され、実装後は、自動的には拡張 
しません。実行中のインスタンスのサーバー容量を変更
するには、イベントマネージャ UIからインスタンスを再び
実装する必要があります。

EC2インスタンスは、t3.largeまたはt3.xlargeとし、
50GBのEBSを選択するのがおすすめです。

1日に送信されるイベント件数に基づいた推奨設定は
次の2つです。

使用率は必ず「使用率100%/月」とします。

コストの試算には、AWSのコスト計算ツールをご利用 
ください。

スケーラビリティ

https://calculator.aws/#/createCalculator/EC2


© 2021 Meta


